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投資家本位の業務運営に関する取組方針

株式会社ジェイ ・ウィル ・アセッ トマネジメン ト

弊社は、2017年3月 に金融庁 より公表された 「顧客本位の業務運営に関する原則」を採択 し、「投資家本位

の業務運営に関する取組方針」(以下、「本方針jと いいます。)を制定しましたので、ここに公表致 します。

本方針については、定期的に見直 しを行 うととともに、その取組状況についても定期的に公表致 します。

L投 資家の最善の利益の追求

e弊 社を含むジェイ ・ウィル ・グループは、以下をその 「使命」としています。

『私たちは、国内投資家への健全な利と意義の提供に責任を持ち続け、託された資産の発揮すべき本来価

値を具現化す ることを追求 します。 これらを通じて、国内資金の還流 と日本の経営資源の活用を促進 し、

日本経済及び社会の発展に貢献 します。』

● この 「使命」の実現のために、高い信用と専門性 と職業倫理を保持 し、投資家に対し誠実、公正かっ忠実

に業務を遂行するとともに、これ らの活動を通 じて、投資家に対す る責任を果たし、投資家の最善の利益

を図ってまいります。また、この 「使命」に基づき投資家の最善の利益をはかることが、弊社を含むジェ

イ ・ウィル ・グループの安定 した顧客基盤 と収益の確保に繋がるものであると考えています。

2.利 益相反の適切な管理

● 弊社は、投資活動の過程で、弊社又は弊社関係者 と投資家 との間、あるいは、投資家と他の投資家 との間

において、様々な利益相反関係が生じるリスクがあると認識してお り、そ うした場合において、これ らの

利益相反を適切に管理することにより、投資家の利益の保護を図ってまい ります。

● 利益相反の可能性を判断す るに当たり、弊社 グループ会社 との他の取引がある場合には、その具体的な取

引及び業務に及ぼす影響を考慮いたします。

● 弊社においては、利益相反管理に関する社内規程を定めてお り、利益相反関係が生じるおそれがある場合

には、当該取引等における利益相反の要因や リスクの内容等を踏まえ、関係する社内規程の定める手続き

に従い適切に対応 してまい ります。

3.報 酬 ・費用 について

● 報酬 ・費用 について は、ご提供す る商品 ・サー ビス等 に応 じて、ご納得 いただける報酬 を個別 に協議決定

し、運用期 間を通 じて、 ご負担いただ く報酬 ・費用等 を理解 しやす く開示 いた します。

4.投 資家への重要 な情報のわか りやす い提供

● 金融商品等の販売 ・推奨等 に際 しては、当該金融商品等の具体的な内容 に応 じて、弊社が販売 ・推奨等の

対象 として想定す る投資家属性(※)、 スキーム、 リス ク ・リターンの特性 、報酬 ・費用その他 の重 要な

事項 につ き、投資家 との対話等 を通 じて、必要 に応 じて他 の金融商品等 と比較 しなが ら、特に重要な情報

について は強調 す るな どの工夫 を行 い、わ か りやす く説明 してまい ります。

※但し、 「弊社が販売 ・推奨等の対象として想定する投資家属性」の説明は、共同投資案件において、個別の特定の共同

投資家を対象とする場合(例 えば、インフラ投資ファンドにおける太陽光発電事業に係る開発業務受託者のように弊社

の事業パー トナーが共同投資家となる場合等)な ど、そもそも投資家の属性に着目した販売 ・推奨等の活動を行ってい

ない場合には実施いたしません。

● 金融商品等の運用期 間中において も、当該金融 商品等 の運用状況や弊社 の活動 ・考 え方 につ き、投資 家向

けの レポー トや ご説 明等 を通 じ、必要 に応 じ図表等 を用いて、 わか りやす く投資家 にご提供 します。

5,投 資家にふ さわしい金融商品等の提供

● 弊社の取 り扱 うファン ドその他の金融商品は、多くの場合、個別の投資家による投資金額が相応の規模 と

な り、投資にあたっては契約条件につき弊社 との交渉が必要で、主として非上場の有価証券や資産等を投

資対象 とし、元本保証もないことから、弊社は、このような投資に相応 しい知識や経験、資産等を有する

法人を主たる投資家層 として想定 して、金融商品 ・サー ビスの組成、販売等を行ってまいります。

● 弊社は、投資家の資産状況、取引経験、知識及び取引目的 ・ニーズ等を踏まえ、当該顧客にふ さわ しい金

融商品 ・サー ビスの組成、販売等を行い、販売後においても、投資家の意向に基づき、長期的な視点にも

配慮 した適切なフォローアップを実施することとします。



● また、弊社従業員も弊社の取 り扱 うファン ドその他の金融商品についての理解 を深め、顧客に対 して、必

要に応 じて積極的な情報提供を行います。

6.従 業員 に対す る適切 な動機づ けの枠組み等

● 投資家の最 善の利益 を追求す るプ ロフェ ッシ ョナル集 団 として、高い信 用を築 き、使命 を果たす ために、

5つ の共有す る価値観 、具体的 には、 「1.高 い倫理観 」 「2,飽 くなき向上心 と創造す る楽 しさ」 「3.

諦 めない精神 とや り遂 げる実行力 」 「4.変 わ らぬ謙虚 さ」 「5,チ ー ムワー ク精神 」を重視 します。

● こ うした 「共有す る価値観 」を具現化す るた めに設定 された 「行動規範」に基づ く業務遂行 を、常 日頃か

ら役職員 に求 め、役職 員の業績評価 に際 して も 「行 動規範」の遂行状況 を基軸 と します。

● 弊社 は、役職員研修その他 の活動 において、本方針 及びその実施 内容や行動規範等に関連す るテーマにつ

いて、周知浸透 を図 ります。

『顧 客 本位 の 業 務 運営 に関 す る原 則 』 との 対 応 に つ い て

なお、本方針 と 「顧客本位の業務運営に関する原則」(https://"qvw.fsa.g・.jp/news/r2/singi/20210]15-1/02.pdf)と の 対応関

係は以下のとお りです。また、同原則に(注)と して記載 されている事項の うち、弊社において実施 していない事項及びその理

由は以下のとお りです。

『顧客本位の業務運営に関する原則』 本方針における対応項 目・実施 していない事項等

原則2 1.投 資 家の最善の利益の追求

(顧客の最善の利益の追求) (原則2.の 本 文及び(注)に 対応するものです。)

原則3 2.利 益 相反の適切な管理

(利益相反の適切な管理) (原則3.の 本 文及び(注)に 対応するものです。)

原則4 3.報 酬 ・費用について

(手数料等の明確化) (原則4.に 対応するものです。)

原則5 2,利 益 相反の適切な管理、3.報 酬 ・費用について及び4.投 資家への

(重要な情報の分かりやすい提供) 重要な情報のわかりやすい提供

(原則5,の 本文及び各(注)に 対応するものです(本 方針2.3.に っい

て は 、 原 則5.(注1)に 対 応 して い ま す 。)。 な お 、(注1)の うち 、

「金融事業者が販売対象として想定する顧客属性」に係る情報の提供

は、本方針4.に ※ として記載 した場合には、そ もそ も投資家 の属性に

着 目した販売 ・推奨等の活動を行っていないことから、実施 していませ

ん。同(注2)に つ いては、複数の金融商品 ・サービスをパ ッケージと

して販売 ・推奨す ることを想定してお りませんので実施 していません。

また、(注4)の 一部(同 種の商品の内容 との比較が容易 となるよう配

意 した資料の利用)に ついては、弊社 においてファン ドその他の金融商

品を取 り扱 う際に、類似又は代替 しうる商品を同時に複数取り扱うこと

を想定していないため、当該類似 ・代替商品との比較については現時点

では実施 していません。)

原則6 5,投 資家にふさわしい金融商品等の提供

(顧客 にふさわ しいサービスの提供) (原則6.の 本 文及び各(注)に 対応す るものです。なお、同(注1)

第1点 目については、個人 を顧客 として想定 していないため、第2点 目

については、弊社 においてファン ドその他の金融商品を取 り扱 う際に

は、現時点では類似又は代替しうる商品を同時に複数取 り扱 うことを想

定 していないため、(注2)に つ いては、複数 の金融商品 ・サー ビスを

パ ッケージとして販売 ・推奨することは想定 していないため、(注4)

の一部については、金融取引被害を受けやすい属性の顧客グループを顧

客 として想定 していないため、それぞれ実施 していません。)

原則7 6,従 業員に対する適切な動機づけの枠組み等

(従業員に対する適切な動機付けの枠組み) (原則7.の 本 文及び(注)に 対応す るものです。)

以上
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株式会社ジェイ ・ウィル ・アセッ トマネジメン ト

投資 家本位 の業務運 営に関する取組状況 について

弊社の投資家本位の業務運営に関する取組状況につき、以下の通 り公表いた します。

なお、本取組状況については、2022年3月 の取締役会に報告 し、経営陣の関与の下で、そ

の検証を行ってお ります。

1.投 資家の最善の利益の追求

弊社では、以下をその使命 としています。

『私たちは、国内投資家への健全な利 と意義の提供に責任を持ち続け、託された資産の発揮

すべき本来価値を具現化す ることを追求 します。これ らを通じて、国内資金の還流 と日本の

経営資源の活用を促進 し、日本経済及び社会の発展に貢献 します。』

この使命の実現のために、弊社では、以下2,か ら6.に 示 した取 り組みを実施 し、投資

家に対 し誠実、公正かつ忠実に業務を遂行 し、これをもって、投資家の最善の利益を図って

参 ります。また、本年度においても、投資家の最善の利益の追求を含め、上記の使命や行動

規範、弊社の 「投資家本位の業務運営に関する取組方針」(以下、「本方針」といいます。)

とその実施内容につき、弊社役職員向けに研修を実施 し、その徹底を図ってお ります。

2.利 益相反の適切な管理

・ 投資ファンドによる投資活動の過程で、弊社や弊社ファンドの関係者等との取引が行わ

れる場合、様々な利益相反が想定 されることから、弊社では、管理の対象 とする利益相

反取引や管理方法等について社内規程(業 務方法書、コンプライアンス規程、利益相反

管理規程、利益相反管理方針等)に 定め、投資活動の過程における、弊社又は弊社関係

者 と投資家 との間、あるいは投資家と他の投資家 との利益相反を適切に管理 しています。

また、利益相反の可能性を判断するにあた り、弊社グループ会社 との他の取引がある場

合には、その具体的な取引及び業務に及ぼす影響を考慮 しています。

・ こうした利益相反取引については、当該取引の具体的な内容 ・性質等に照 らして、必要

に応 じ適切な利益相反管理措置を取るとともに、コンプライアンス ・オフィサー又はコ

ンプライアンス委員会による審査 ・承認等を受けることとしています。なお、コンプラ

イアンス委員会は、コンプライアンス・オフィサー及び管理部門長、外部専門家委員(弁

護士)に より構成されています。

・ また、利益相反取引に関する情報は、コンプライアンス部門に集約 し、一元的に統括管

理 しています。

3.報 酬 ・費用 について

・ 弊社は、弊社 グループの旗艦 ファン ドであるジェイ ・ウィン ド・シ リーズ及びその他の

ファン ドの勧誘 を行 う中で、ファン ドにおいて投 資家 の皆様 に ご負担いただ く報酬、費

用等の内容 を、その費用 の性質 も含 め、ファン ド契約書や説 明資料等の書面にてわか り

やす く明示 してお ります。 なお、2021年 度 においては、新規 のファン ドの販 売を行 っ



てお らず 、ジェイ ・ウィン ド・シ リーズ及びその他 の ファン ドに係 る投資勧誘 も行 って

はお りませ ん。

4.投 資家への重要な情報のわかりやすい提供

・ 弊社 は、ジェイ ・ウィン ド・シ リー ズ及びそ の他の ファン ドの勧誘 に際 し、報酬等 のみ

な らず、フ ァン ドのスキーム、 リス ク ・リターンの特性、販売 ・推奨の対象 とす る投資

家属性、そ の他 の重要な取引条件等 につ いて も、説 明資料等 においてわか りやす く記載 、

情報提供 を行 います。また、も し利益相反が懸念 され る事項 がある場合 には、これ らに

ついて も適切 に記載 し、情報提供 を行います。そ して、これ らにつ き投資家 の皆様 に説

明 を行い、更に個別に ご質問等 があれ ばお答 えす るな ど種々の説 明 を尽 くした上で、フ

ァン ド契約 を締結 しています。

・ また、フ ァン ドの運用状況につ きま しては、そ の内容 につきわか りやす く説明す るた め

に、必要 に応 じて図表や グ ラフ等 を用い た投資家宛報告資料を作成 し、投資家 の皆様 に

直観 的に ご理解頂 けるよ う説 明を行 ってお ります。こ うしたフ ァン ドの運用状況の ご説

明は、販売終了後 も、定期 的に実施 してお ります。

・ なお、前記 の とお り、2021年 度 にお いては、新規 のファン ドの販売 を行ってお らず 、ジ

ェイ ・ウィ ン ド・シ リーズ及びその他の ファン ドに係 る投資勧誘 も行 って はお りませ ん。

5.投 資家にふさわしい金融商品等の提供

・ 弊社は、主 として国内の機関投資家や金融機関、大手法人等を顧客として、投資ファン

ドへの勧誘業務及び投資運用 ・投資助言業務 を行ってお ります。弊社が勧誘業務を行っ

ているファンドでは、ファン ドの組成に向けた活動において、こうした投資家の皆様 と

ファンドの商品性等につき議論し、ニーズや ご要望等を踏まえて具体的な商品内容を決

定 してお ります。

・ 弊社は、投資ファン ドへの勧誘及びフ.アン ド契約(投 資事業有限責任組合契約、匿名組

合契約等)、投資一任契約 ・投資助言契約締結の際には、所定のチェックリス トを使用

し、適合性の判断、金融商品取引法上の特定投資家/一 般投資家の区分や関連する法定

手続の履践その他の項目につき、確認を実施 してお ります。

・ また、「顧客カー ド」を投資家毎に作成するとともに、金融商品取引法上の一般投資家

である投資家に対 しては、その写しを交付することで、投資目的、資産の状況、投資経

験等の記載内容を共有しています。

・ さらに、弊社従業員に対しても、研修等を通 じ、弊社の取 り扱 うファン ドその他の金融

商品について深く理解するよう努めるとともに、顧客に対 して、必要に応 じて積極的な

情報提供を行っています。

・ 販売後についても、前記のように、ファン ドの販売終了後も、運用状況のわか りやすい

ご説明を定期的に実施 し、フォローア ップに努めてお ります。
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・ 弊社は、このような取組みを通 じて、弊社が顧客とする投資家の皆様にふ さわしい金融

商品等を組成 ・提供 しています。

○弊社顧客 にお けるプ ロ投 資家等 の割合(投 資家数べ一ス、2021年12月31日 現在)

プロ投資家(金 融商品取引法上の特定投資家)87%

(内、金融商品取引法上の適格機 関投資家89°/・")

プロ投資家以外の投資家(金 融商品取引法上の一般投資家)13%

(内、法人顧客100%り

※上記基準 日現在にて弊社 グループにおいて運用中であるファン ドについて、弊社の投資勧誘 により

ファン ド契約等を締結 いただいている投資家、並びに弊社が投資運用 ・投資助言業務を受託 してい

る投資家及びファン ドの投資家の構成 につき示 してお ります。特定投資家/一 般投資家の区分は、

原則 としてファン ド契約等の締結時を基準 としてお ります。

なお、弊社 グループの旗艦 ファン ド 「ジェイ ・ウィン ド・シックス投資事業有限責任組合」(JW6)

及び 「ジェイ ・ウィン ド・セブン投資事業有限責任組合」(JW7)の 傘 下にあってファン ド投資スキ

ーム上設立され るSPCや 当該SPCへ の共同投資家
、JW6/JW7に 他 の投資家の皆様 と同条件で投

資する弊社 グループ社員専用ファン ドの投資家である弊社 グループ役職員等 については、上記割合

に含まれてお りません。

★括弧書きにて記載 の各数値は
、それぞれ特定投資家、一般投資家に占める割合を表示 しています。

6.従 業員に対する適切な動機づけの枠組み等

・ 弊社では、役職員の入社時に、「1.高 い倫理観」「2.飽 くなき向上心と創造する楽 し

さ」「3.諦 めない精神 とや り遂げる実行力」「4.変 わらぬ謙虚 さ」f5.チ ームワーク

精神」といった弊社の 「共有する価値観」や、これを具現化するために設定された 「行

動規範」等につき記載 された資料を交付 ・説明するとともに、役職員の業績評価におい

ても 「行動規範」の各項 目の履践を重要な評価項 目としてお ります。

・ また、入社時研修や コンプライアンス研修において、弊社の取 り扱 うファン ドの内容、

「共有する価値観」や 「行動規範」、本方針及びその実施内容、及び業務に関連する法令

や各種社内規程等の解説等を内容 とする研修を定期的に実施 してお ります。

02021年 度 に実施 のコンプ ライア ンス研修 のテーマ数:7テ ーマ

以 上
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